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コラーゲンの偏光特性からみた食道|吻合部の

創傷治熔に関する実験(J~研究

Polarization Charactcristics 01' Collagen at [-lealing Esophageal 

Anast0l1l0sis: An Experilnental Study 

大阪大学医学部小児外科学教宮

Dcp蚌tmcnt 01' PcJi蚯ric Surgcry , Osalく a University Mcdical School 

1:- 1' 鳥清一

iくiyokazu Nakaj im� 

(指導: I河旧 正教授)

(平成 11 年 2 ) J 24 日 受付)

The polarization charactcristics 0 r col1agcn f� bcrs w巳rc evaluatcJ in the hca1ing 
esophagcal anastol1lotic submucosa 01' rats at various postopcrativc time points. 
Thc erfcct o[ systclllic applic蚯ion 01' epidcl'lllal growth ractor (EGf) on the 
an蚶toll1otic heal ing was also cvalllated 

Thc brcalく ing strength of thc anastoll1oscd esophagus was signii�antly dccrcascd 
on the 4th postanastoIl1otic clay , whilc hydroxyproline concentration 01' content 
showecl no signiI�cant decrease concomitnntly. The pcrccntage of collagcn f�crs 
with longer polarization wavclengths was signi f�antly cI.ecrcascd at the 
pcrianastol11otic si tc on thc 4th postanastomotic clay. I n EGf-treatcd rá旬、 both

brcaki ng strcngth anJ thc pel・ccntagc 0 1'じolla):よcn i�ers with longcr p01arization 
wavclcngths wcre signif�antly increascJ comparccl 'vvith thosc 01' EGF-untrcatcd rats , 
whereas hyclroxyproline concentratﾎon 01' contcnt showecl 110 signi ucallt changcs 
betwccn two groups. Tbese un�ngs SllggCSt that thc changes 01' polarization 
characteristics 01' thc sllbmuじosal collagcl1 i�crs arc csscntial in maintaining thc 
integrity of the hcaling esophagcal anaston1osis. Thc qualitative changcs of 
collagcn 日 bers may bc partly rcsponsiblc 1'or thc bcncf�ial cfTect of 12G ド 011 the 
csophagcal anastoll1ot� healing. 

Key words: wouncl hcaling , collagen 、 polarization ， anasto ll1osis , cpiJcrll1al growlh 
factor、 csophaglls



弘行

i ì'í 化作|吻 介 (1 1 ~i は今 11 、 1 1 'I~;:; 臨床においてはJ く í J-' 

われているが、従{~ i~ 全は TWr r伎の j f1)j) , 1,lfJ Wi 
WI行 f'H の 1� 1 J 1 ~にもかかわらず未だ少なからず1ê '1: 

しており、 11与に TlíJ(~なれ過をぶす1'" ~秒'iJ も凡られ、

(i IJí弘治総i品f:'， lからみた lliなる L 犬、検，i 、l が必 tぷ~と
されている |)dl io

さて、 -抑止に ~ì'í 化 :，(，;; 1 吻[~ ;'TI~ の悩 fT 不全の多く は

(Ih 後 3"-511 以|人l に 1è '1:_するとされている 2)ー 11 ) 。

この 1I ，'iWJ における!吻介 ;'fl~ の物 1'111'1<) ';1t皮 (l~ トーには、

、Jí 初 l吻介内|;j丘仰のコラーゲン山辺 、 i 1 1の爪 1 '- が|弘i

lj- しているとされていたらト11 )が、その後コラーゲ

ン 店:，U:ii%ìま必ず しも |吻{~ ìtl;の物 1'1[的強度 を )X l吹

しないとする半li 1 1 ;- が多くよL られるようになった

' 2 ト l ú) 。 近作では、 j治fh;け1泌必必j過品(:'れ引l1日I l においてコ ラ一ゲゲ、ンが

むしろ ("J らかの 1わ村村川i，待1，可1存:j山店山!'的'1下wド内〈リJi炎ど化を米たしている l日l 打附j泡包包引'1 "ドイ

が/心l式~II峻|唆支さ れてい る l川1. '川|円川5幻)-♂J刊2引川|り) 。

コラーゲンはコラ 』ーゲン分 fーが j札Hl J iI ~しく 配ダ1)

したコラーゲン山中泉純の In 代休であり 22)， 2 1 ) 、 )Ié

乍I'I<JJ'~ )j休として (11わり二'H"I: (り11111 1)Î" 'lt ) を イ lーして

いる 22)， 2 ， 1 )。シリウスレッド染色イ~ II\ 光州 m~鈍解析

iL ( 以 下 (III1 光州~+Jﾎ il~ と 111討す) は、 コラ 一ゲゲ、ン の(“仏川I1い川11川1¥ ; 
Yéけ乙けt.引、j1ト刊:ツイイ:'1"↑↑f性1"、イI

2町雪ηp(弘川b付、) 、 )1丘: イ作1:ド:.)山J主幻〈υ)\汚R可;27ηp苅R)人、 J心心 i飢i防万 2羽2'))川)、j川川川1沢刊川()川}り) へや〉 布れ1J川i

f (口;;訂if台Î 1.在 j品 f' ， l に才お3 けるコラ一ゲンの|村l/1存むj;l主山!5出iI'的'1下'I()ド内() i{変l2: 化を 向i千

{析j行;する T予: r法去 Uの) -つとして tハ作l主: 1什|さ 4れl ている。 しかし

ながら偏光併 l"Jí' 71~ を 川 いて食辺|吻介日1;の治的j品 引

を険，H した十|;;lt はなく、またコラ ーゲンの (11 1J )'日、111

' 1'1:が iì'í 化竹吻 fT 計Ij の物 J'11 !'I~) 悩 j交をどのf'tl J主反映す

るのか、その詳細はイベ|リ|である 。

本 ii)fj't では、{日 Jlé 内il~ +)Î'il~ におト| し、 1 ) ラッ ト食

道|吻 {~m; のおIJ傷治的泊料において、 l吻吻 f介?i郎'f1刊i刊出|日lの物 f'H'1引H ! 

[的!内リ強 J度変とコラ一ゲン(~仙川~，い川"íυ;
ン定 t是宝?法去と()川)バf: せて角解干析し、 食道 |吻合計l~dì 1.伝 j品作の

わi存 j山内 ・ 質!'的'1'，)内サ慌;汗、干V(，印仙川11川li i法去としての(白仏川1，い川"í心iυJ光℃向!(H予|I1沖4村析j斤rr法L のイj)川川!日l ↑

をゾ尖;験 !'J内サに 1検食:汁、イ!した 。 さらに、 2)従米より消化竹

|吻介(fI)における日1j似治 1也の促進似j民が7 1: 11 されて

いるぷ山 l門別 Ikl (- ( rι: p戸iclc l引C I"川a叫1 G r川-(ひowt山h f7了三t日I c t o山)川l 、 以

ド EGF と 111れす)について、その ftj!:1 11勿[~ ;，m';11J主

にもたらす効決およびコラ ーゲン (~IIυl乙 l .'j:' IJ : の変化

が如 {I'J に|弘J / j-しているかを師)léWI~析法を川いて尖

験 !'I~)に検討した 。

1':if~ 1\、J 1 ) : 食道 l吻介 nl~7f� ~，1:i泊料 の't't (内庁HllirL とし

ての (lllí 光解析法のイfJI) '1" 

刈象とノ'j il~ 

6 jIm m~ 、 {イ本' If( 200 ι lìíりj(後麦の b:f刈雌:f羽花ff.住忙川f;'けけj↑竹|↑‘

ラット 35 I"ij'i を使川した。 動物実験に|派しては 一人

|坂大学 |うのぞ行I~附服動物実験施Jqの Jとめるガイドラ

インに ?lf~ 1処した o Wi l�j 11 より 1 2 II}i I I\ J の絶[tの後、

ぺン トバルビタ ール(ネ ンブター jい、大 u 木製

薬) 30 lllg/kg による全身麻酔ドにYf! ;'f!S J主的を縦切

IH.J し、 rnrm食道を手IJ 肉fH受 Ph した 。 11 1 : 1刈j Jil 卜-Hl の lfJj

さで食道を-11 切|析し、 8-0 {J};幻 1:吸収糸(サー

ジ リ ン冊、 Oav i s&Gcck ) を 8 針51J いて拡大台l 卜に

_-J門外制|吻 fT にて l吻介した。ラッ トは彼 jill、党円!I\

を 1i'MiW後飲水のみを od lihilli/l1 とし、 Hi後 1 1111 

より 3 11 11 までは 60 % の終 IJM ::1リ走行IJ (エンシュ

アリキッド呪、ダイナボット)を 801111 / 111支 l子し、

以後は作j凶食 ftlr を ad lib i l li /ll で J交うした。トI~i 後 4 、

7 、 1 0 、 2 1 I I Ilに併殺し、術創を Ilf IHJ 日IJ し て |吻介

rmを合めた長さ 8 111 1ll の訊 rm食道を J前i/I'，した。

1 )}/L 0I~ ノJi1l'J 11: 
J前'i /I\版本は '1づ'11 (1'0 食品l水に保存し、 2 11 年 IUJ 後に

抗張ノJ測定を行った。 燃本のLl (l[I J 、 IJ [111J (l[IJ を それ

ぞれクリップで山持し、縫合糸は除去せず、 7G到j

ムーにでF川 三 1 - iJll J スタン ド (SH20 1 3 1\r1 -M 、 11 本 J'é'l'll) 

を川いて何分 2 1ll1ll の述 j交で|吻台部長 'Iilll )]II ， J に也

統的な負仰を与えた。張ノJ はデジタルフォースゲ
ージ(DPSS-2"1lミ 、 11 本光m) にて仇 11 、lt 記録し、

民大(iI'~ (g) を ÜL'Jl~ }J とし、また 111本が ilUr裂した

ffI日ι を記録した。

2)ハイドロキシプロリン定 j ，t 
iÎ L'Jl~ )J 測定後の以本を全 1 1 tH JI)( し、 'I ~ J'H(IZ) fミ JI{II~

7 /くにて洗浄し縫 fT糸を除去した。約 I llllll 月に制11

切し、 1I.，~J:氏 L で、 b l o tti ng して i!ll~ 匤 Ilt を iJllJ íとした徒

に全 i1 1 をエ ッペン ドルブ竹に 111) JI)( し、 -80ぞで

11_ 保 (f した。 以小:を解凍?を、川 1/く分 WI~)II 試験竹:に

6N J~，川~ 50 IL 1 とともに J支人し、 i~ ，~J 1 J:.J 1~: の後1・!{ 

1111 片付 ( Pi co:l 、a♂ Works t a ti o l1 、 Watcrs) 1 人j で 11 0て 、

24 I�.'f II¥J )J II ノk分解を行った。川本分 ffJ~~終 f 後に，1A

W~;'(~: を Im~\ してかえJE乾燥しJ711~院を除去し、 1食休に

系I n ノK 200lL I を )JII えて 5000 I'J I II~~ x 5 分 IIrJJ~心分 i~fE

を行った。 Ij吹を 0 .4 51L I11 のフィルターで泌過

し、 2 1 L 1 のぷ判|人l に合まれるヒド U キ シブ口リ

ン ( 1l y droxypro li l1 c、以ド Ily pro と 111討す) _ll( を フ

ミノ的 1 ' 1 日j分析 ， jj- (し-8500 、 11 ，，'[)により出' J íとし

た。 なお、 |場イオン交換付JJI行にはスルホ ン門会 111 1! の

ものを佐川 し、 j股毘則IJ川j片川~J はリチウム I司11i

た 。 Il y pl・0 泌 j主は検イ本 rl ' の Il y J) 1・o 総日/険休の

ill1l!TUr1; ( 1l1l1 0 1 / Il1 g) として、 Il ypro 1 1 :; は倹休 '1 1 の
Il ypro 総!日; / 検休の長さ ( 111110 1 / 111111 ) として 'f，í: /I\

した; 。

3 ) (~~iYé向仰7

切り 11'，した lit j丘を長 IliJ ll ノ']IÎIHこ 切 IJH し 、 1 0 % 級位!f



ホルマリン械にて 24 I I，'yll\ Ji.'i1 íとした。 JE~ /)く後ハ1 ラ

フィン包J' I[し 5/l ll1 の切 n. を (わ)~し、 m~ハラフィ

ン処J'H の後、 Junq u c i ra らお)のビクロ シ リウスレ

ッド染色変 U~ に W) って染色を行った。 40 怖のよ、i
物レンズを :~ /r( した (1 ，， 1 Yé ばI m~ s,fæ (゚  11 -2 、オリン
パス Yéγ:) 1 '. に|リ l 削灯で |吻介 fm をÌl1l政し、従介糸

近仰の 'W i Jl ~l ド Jvi íì([J.&を決定した 。 その後 (1 "じ℃ブイ

ルター を C rossccl ni co l s 状態とし、 II rrH!1!f 1 '. に (1 ，， 1

光を 1c して Ml~;.~ される '1:， 'i Jl児ド W"i jìOJ或を 3CCD カ

メラ (OXC-950 、 ソニー)で引は保した 。 |印 刷(像度

モニタ (X ド2 1 、 11 本 1一位勾) 1 .. に六ノF された II I 'j 倣

を制然しつつ、 II I 'j 阪 f(j''( ~ -} í' ソフト，')エア ( M C I D -M 2 、
Illl駘ging Rcsc ，lrc h ) を 川 いてうそ (1 ，，1 光似 j或とそのう

ち似色系の (1 ，~Yé を 1'Eする(削減のピクセル数をそれ

ぞれ ifF定した。 |民色系 (1 ，，1Y� f�� J或は総 (1，，1)léJ或から似

色系{而)'éJ或を i}li~ じたものとし 、 ド記の ~I I く全 (1 "りlé

j或 '1 1 に ， Ii める 11乏白川光 J1犯の '11~ ') {t を (l "î光 l七本(九)

として灯川 したの

総{日光ピケ七 J[ ， 放ーね色{偏光 lイク七 Jl Y{ 

総 (1品A ピクセ Jl ' )/(

4)飢餓学(J~J Ml~:民

作成した 5μ111 仰の以本をヘマトキ シ リンーエ
オジン染色し Ml~;.{ した 。 件以イメ 11r に作J)f( の FlI! 段、

0~~1"~ 'i' 1市11111包 i-1 ìll，'J の f'Uft 、 料品ff: ;j引 11)]包の，' I'll}~ f:'r1段 、

食道作}fづの l~~万引

以上の実験において、対!!(i にはラット Ïti郎氏辺

(n=9) を佐川したが、 Il y pro l ， t の対 J!日には|吻介

|白後に摘 / 1\ した食道 (n - 5) を佐川した。

全体の統計はソ己分散分析法(八NOV八)を使

川 し、危険水 17<0 . 0 5 をもってイJ立たありと判断
した。

~，'J jj~ 

1 )};'L ,m)) iJlllíと

術後 4 1111 に j再殺した併ではうそ検体 ( n -4) が

l吻介 {f l ~で |析裂し、 抗張ノj は文、l'j !n (II'[ に 比 して イf立に

低 1 " し た(術後 4 [ 1 卜 1 ; 11 8 土 1 8 巴、対 J! \i (lI'i ; 248 

土 1 9 g) 。 術後 7 11 日 では 4 ~食休 '1 1 3 検イ本が |吻代

行1)以外で |折裂し、抗張力は 254 :::!::22 g でよJJ!日 前 と
有志-JEを認めなくなった。術後 1 0 n 1 - 1 以降はす

べての検休が|吻代部以外で |析裂し、 術後 2 1 1111 

のt/c IJ1~) J は 2 90 士 1 5 巴と 刈 J!日仰 に比 してイT立に ，'，-' :，

(1 / '[ となった ( Fi g .l ) 。

2) ヒドロキシブロリン定最

Ilypro ?J}~1交は rl ~i 後 4 1 111 で 2 1 .8 土 4.6 nlll ollll1 g 、

術後 7 11 11 で 26 . 9 :::!:: 1 .4 1l 111 0 1 /Ill g といずれも対!!日
制 23.6 土 4 . 8n 1l1 0 1 / 1l1 g との 川 に イ ( ，なたを認めず、

術後 10 11 11 以降対J!日仙に比して イJ立に ，'，'ijÚI'[ とな
った(術後 10 1111 ; 30.3:::!:: 1. 2 n ll1 o l /ll1g 、刊行受 2 1
11 11 ; 36.9 上 8 . 6n I11 0 1 /mg) (Fig.2) 0 - ')j 、 1 Iypro 

mはやI~f後一灯 して爪íJJ II し 、 作測定 IL'y JU ) において対

J!日 (1円 1 00.6 士 3 0 .4 111110 1/ 1ll 111 との 1 1 \1 でイI立だを認め

た(術後 4 111-1 ; 16 5.2 士 1 4.2 n111 0 1/ 111111 、術後 7 11 

11 : 2 1 7.2 上 4.0 n 1l1 0 1 / 1l11ll 、術後 1 0 11 11 ; 247 . 0 士

43 . 511 111 0 1 / 111111、術後 2 1 1111 : 276. 1 士 57.4nlllO 1/1ll1ll) 

(Fig.3 )。

3 ) (1心'(;解析

対! !日 n下における食道の Wî)J見ド府には|反色系偏光

を発するコラーゲン線維が紋色系(，，~光を允するコ

ラーゲン線維よりも促 fï/.に分布し、 ÎII'j 像併析によ

り W /I 'I した偏光比率は 66 土 9 % であ っ た 。 Wi後 4
1 1 1=1の食道|吻介刊行引芳 、h' i Jl~ Tご J I'J? には|反色系偏光を

允するコラーゲン級品ft よりも似色系 {ll(，光を発する
コラーゲン級車ff~ の )jが多く分布し、(日光比率は 36
土 7 % と対J!日に比して行怠に低ドした。 rd、j 後 7 11 

1 " 1 には|暖色系 (11υ10或がJVt )J I I したが、 (11υ'(; 1 じがは 48

i 9 % で依然対 J !日との川に イI立 jf を li.忍めた 。 コラ
一ケゲゲ、い、ン 似系制紺緋H仕I~ の偏 y巴νéJパ可夕一ンは以 f俺を f徐余々に l川正l正:，J市;

l同ex刈lれ川川u山l rc を 1 1川11川lリlげf復友し 、 偏光比率はやI~i 後 1 011 11 で S9 →

5% 、術後 2 11111 で 65 土 22% と j斬 jけして刈l!日と
イL江八月を l沼めなくなった (F i g.4) 。

4)組織中 IYJ ñ!l ~;足

(IFi後 4 1111 では外制した ftili 卜.山、 Wi Jl児 トー Jfi 、

川イT !l万 j刊 の述絞れはよだ認められず11初 {t {fI ~ll 'l 卜-で

I'IYr裂していたが、 日1 )紋は焔介しており 11\) に |勾芹飢

餓による先日怖が認められた。 11刻介t'm を '1 1 心に作JJtT[

が伐仔していたが、 多核U I (I L球を '1'心とする炎店
制IIJJ包以~ ì l 'J J は ， 11 ";~; 1ft.で、 fミ食制I I IJ包 、 級車(liJf 制 111 1包がれ1 )

紋にねめられた。 術後 7 1 11- 1 では食道 卜Jぷの l'汁1111

築は完成し、 l吻介ttI~の浮 !J IT\ は行'í j1Jしたが炎店長11 1 11包

以 il ~J が îl lf: 1交伐 (1 していたのれI) k:求~ 肉 店主Il織 1 1 1 の ~~~

*fI~見市111 1 1包 は訓示後 4 1111 に比してやや刊であった。

訓示後 10 1111 では食辺併問の辿続性はほぼ11 1 1 î反し 、

|吻合 fm;[[傍で、の炎11'1 ~ 制 11)]包浸 il'i:] は完全に rì'í J註してい

た。 Hi後 2 1 11 '-' では食道川イTfrJj !lYiのw統↑'l:もほ
ぼ達成されて いた (Tab l e 1 ) 。

小 j市 1 ) 

食道|吻 {~nl ~ の抗張力は術後 4 11 11 に イJなに低 卜.

したが、この 11寺 JUI には Ily p l・0 波山 、 況はほ 卜.を



li忍めなかった。 -)J 、仏υl凶!(~)Í'による (111\ )'乙 jじがは

HLリl~ )J の低下する 1I •'f JU] に -fJzしてイj，むに低ドした。

Breaking Strength(g) 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0 

(5) (1/ぺ)
(0/5) 

* (0/ぺ)

Control Day 4 Day 7 Day 10 Day 21 

Fig. 1. Brc日 kin g strcngth 01' csoph日 gCíll an匀st0ll10SCS with 

suturcs. Datas arc givcn a~ Il1can ! SD. Figurcs in hra仁 k 
cts indicatc nUlllhcr 01' salllplcs h lO kc 日 t anastoll1ot ic si Ic / 
t(>tal nUlllhcr o!" salnplcs ohscrvcd サ 1 I く 0 . 05 vs C0l11rol 

HydroXYIコ roline Concentration 
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Fig. 2. Ch匀ngcs in lissuc hydroxyprolinc 仁 nll仁 cntratlon .

Dalas al c gi ¥'cn as Illcan ! S l) .丸 fi く 0 .05 vs Control 
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Fig 3. Changc日 in lissuc hy�oxyprolillc COlltC川 Dalas
alc glvcn as I11C<l11 1 SD 牢・ fi < 0.05 vs COl1trol 
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Fig. 4. Pcrじ c l1 lagcs 01' collagcl1 fibcrs with pol 日 lïlallO I1
("ol()1 S of longcr w日 vclc l1 gths ohscrvcd at csophagc匀l 

<ll1匀st0ll10lic subll1l1cosa. Datas arc givcn as Il1can t SD 
Figurcs il1 hrackcts indicatc l1ull1bcr of sarnplcs ohscr¥'cd 
火。 l' < ().OS ¥'s COl1trnl 

Days after Surgery 
Healing Parameters 

10 21 

Loca! Edema ++ 

PMN Leucocytes ++ + 

Maclophages + 

Flbroblasts -1++ 

GI anulatlon Formatlon ++ ++ ++ 

Re..ep'thelializat ,on + + 

Muscle Layer Contlllulty 十

� abit" 1 Ilisln!ogic rllldll1gs of Il1c I1ca!ll1g l' Sop l1 ~g l' a l i1I1，lSI0 1l1 0対宍
1:<1cl1 sccliol1 W日 R じ \'al 1l，lI C 【! a l1c1只cnrc t! by thc i l1c1 l \' id 1l ~1 palho!ogi 宍 ti l1
thc h!i I1dcd 111 ,lI ll1cr. 
Scak耳目l じー (11 L"!!ati 、，じ 1. + (\\'l'日 k). -1 + (I1Hldcralc) :tl1d 1-+ト (SIIO l1 g)
I'MN 1' {)!Yl l1い I l' h01111じ|山 l

検汁 2) : I ~GF がコ ラーゲン (111\ )日、?竹

文、l 象とノ~-rl~

中食什 1 )と川阪のラ ッ ト食道|吻 fT モ デルに対し

て、 Wrl l' (後より、ヒ卜 ~Ilみ換えJ1;'~ l2GF (GcnスYlllC)

20ll 巳/kg/II を辿 11 JJ初j'/~ I 人l 投 ll- した EGF( ト ) 1作 (11

一 1 2) 、および勺 ;li の '1 : J!II (I~J Jミ J~，~ノk の みを |司 JU]11¥] 
JJ üJ]ヤ I J刊文 l l- した EGf( 一 )ni: (11 = 1 4) の 2 i作にお

いて、やI~i後 4 111 1 ~こ用殺し fj'['JH ノJ ?J! I] 店、 Il ypro 定

日、侃)'(:f(]引:)r 、 ~llM古学的飢祭を行 っ た。 対 J!日には

II ~ '1:;:; 食道 (n = I O) およびl吻台 iI/~後に切り / 1 \ した

食辺 ( 11 = 5) を使川し、統計ーは検討 1 )と!日j 阪に

f J" っ た 。



山
木

1 )~i[ ';1~ ノJ i!liJí主

すべての検休が|吻介ì'n; において1'1好烈した 。 J此i刈'L'レω叫1リ引;1

ノ刈J は EG ド(い1 - )川l日!下で |ぱ81いt 1ぱ8 巳、 EG ド( 一 ) 1作で 124i: 

1 3 日と、 I tI， j 1作ともに刈 J!日 (11'( 248 t_ 1 9ι に l七してイf

立にほドしたが、 2 1作 I I\ J では I ::GF( I )仰のみが

EG ド( 一 )Il下に比してイ jぷ- に，'， ':j(j ''( をぶした ( Fi g.S) 。

2) ヒドロキ シプロリ ン kji lll; 

II )'p ' ・0 波山は I ~GF( I )H下で 19.0 t 7.31111101 /111 包、

EGF( 一 )昨で 22 .6 土 4.7 1111101 / 111 g であり、 I tI ， j /t'(: とも

対 J!日 (j"[ 23 ,6 t 4.81111101 /1l1 g との I I\ J に イ{広川を必め

ず、また 2 I\'(:II\J においてもイjなぷをねめなかっ た

( ド ig.6) o -)J 、 II)'pro :，( は 12G F( I )昨で 149.4上

43 .4 1111101 / 111 日1 、 EG r( 一 )昨で 163.8 ト 10.11111101 / 111111

と、 I tI， j 1作ともによれ!日 (j''( 1 00.6 土 30 .4 1111101 / 111111 より

もイ f ，なに WIJJII したが、 2 n下!日!でのイ jぷ J14 は l沼めら

れなかっ た (F i g .7 ) 。

3)偏光向刊行

EGF( 一 ) 1;'(: では、 $Jî 介糸 j丘(先の Wi膜下!刊におい

て紋色系の (~II\)I(: を党するコラーゲ ン線維が催れどに

分イ1 T し、 (~I~光比率は 36 土 12 % でよJJ!日仙の J- 6% に

比してイ1・ 怠-に (l~ ドした 。 -)j EGF( +)1作において

は、縫f?糸 j引先に|段色系(~lIí光を允するコ ラーゲ ン

級品rr~がより多 く 分イIJ し、 (III\ )'(:tヒネは 53 上 1 3 % と

刈!!日との II\J にイ f ，む~ ;7~ を l認めず、 EG ド( 一 )Ii下に比べ

イi必、 に 1穴'j fj"( とな っ た ( ド ig.8) 。

4)組織'ア: (j~ J ÌI~l ~r'そ

EGF( + )1伴、 EGF( 一 )It下とも|吻 (t fm における食

道外!日の述続性、浮J]lT[の TIt 度、炎!iI'I~'lt 制 IIJJ包以~ ir~.Jの

限度にぷは認められなかった。日IJ 紋からi=，'iJJ史ード府

"-'í防腐の|折裂ffl;を先日 h号する I勾 J;J:組織においては、

EGF( +)併では EGr(-) 1作に比してより多くの似

品fU-l市111胞を認めた 。 IうGF( 十 ) I作で I沼めた似品fI~先制|

IJ包はが111 長い核を Ntつ、より分化伎の ，~ : J い形態を イ l

していたが、 mitos i s は 1 H!~f 、 I[均 2"-'3 (I, 'il V,l J~ で、
足を i認めなかった。 iT(h'''i h"í 、 1;_ 1 -- 皮の制IIJJ包数は I tI，jHl

とも ' 1リ句 10 Jm jìíi 後で、 )r~J底市11111包の JVl ダjl't rn.!fにも

;~を辺、めなかった C ri g.9 ) 。

/卜 1lî 2) 

やI~i 後 4 1-1 11 の食道 |吻合日li では EGF( +) 1作は

EGr( 一 )併に比してイf怠に日い抗仮ノJ を示したが、

この IL'fJUJ Ilypro 店ほれli米には Id ， j 1作 IliJ で ;j'~ を託、め

なかった。 ー ノJ 侃)'(:比中は EGF( + )1作 において

EGF( 一 )昨よりものーなに，'，':j(! ，I( をぷした。
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Fig. 7. TisslIc hyclroxyprolinc Con!CIlI of csophagcal anasloll1Oscs 
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Dalas arc givcn as mcan I SO 
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Colors of Longer Wavelengths 
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Fiι 氏 Pcrcc lI lagc s nf co ll a を C I1 l�cls wilh ]l()lari/ati()11 
じ lllnrs of lo l1 gc l ・ \\'llvclc l1 !!th s ohscr¥'cd al cSllph~lgCil l 

;Jl1asto!11olic S lI blllll じosa Ilcatcd wilh/withollt ECF 
Dílta~ 匀lC gi¥cl1 匀S IllC<l11 1 SD , Figll"cs il1 hlíl じJ.. cts
1 11ιlicatc 1l1lll1hcr ()f Si1111pICS uhscrvcd 
ψ /' < 0.05 ¥'s COlltroL I ・ /' < 0.05 hctwccll lwo gmllp日

巧?i菜

食 j立は N，}ju I'I/~ に円、小 1m や品t' i Jl話呼の !J~JJ'ぞ|人1m

化~-r，;:とは見なる特徴をイ 1・している 1)。以外(lliJ には

:!n lJ~~を欠さ、lJ両日ii I(IL i/'� はIJ 0: IJセ|人Jm(じ~1';;に比して之

しい 1).31).32)0 ftj互に iílt かれた|吻介(fI>は|娩服する探

'1''''や Hïfmの引きによる外))の f;三特を受けやすく 31) 、

また小山外 flfífil}!X において II~J ~辺となる食道 I~Hn1I'I~

においても|吻介は叶引こご|緊A蒸宅リ栄i長えドに{わ

多く、 lI7j:容に縫什不全が発 'l~することが知|られて

いる 5 ).3 1 )ベ6)。以 l-. より、食 j立に i円かれた|吻 (Jfm

はノ乙米信IJ(易治tti にとってU{ ましい J~~JJ~にあるとは
脅えず 1)、さらに|吻介 fm を被復する大綱を欠くた

めに、総f? イJ うその発'[::が )1: 汎な !lI1~ ~応の jぶがりをな
起し致命 (1りとなる j必介がある 1 ).3 1). )2)。

[tj丘|吻 (J ì'tI~の縫行不全を Aミ然に|りj ぐ試みはf/t~ミ
より fíTI々ネlti17 されてきた")J1 ) ， 32) ， 1 ・ 1).17)川が、大部分

の初(!?は|吻介ì'mに発生する緊tj長を減ずるための下

f+r Ti支上の r犬であり 17-19) 、|吻('ì ìtljそのもののjh

泌を促進する試みは点だ、 | づ〉な!戊*を 27Q げている

とは 1 i えない 40)， ， 11 ) 0 ・ノj 、食道|吻作 m~ のれIJ(広治

総泊ねによJーする )i~ (iJMIりな !iJ f究は仙のm化竹におけ

るものに比して '(:I~ 行も少なく、 li)r ) " 1' 1リである川，32) ，

40) 0 rì'í 化竹の付与イE的なれIJ 似治t~i能は ffl ~位によって

民なる 11J能性があり 1)、~~に食道は前述のタ11 き特

徴をイT し、 I J之はj支店; と Ir îJ じく~司、I Î. L)主である 42)。

本 !Uf究では、 ~{i í守不全対策を論じる 1-，で、は改めて

食 jì'i ll吻介 ì11 i のれI J (t]ﾍ rfì焔 j品 Fl l! を j占 ìí危 (I ~J に検付する必

~があると身え、|吻 (j f~li におけるコ ラーゲンおí~*ff~

の侃 )1L: t~ト1"1:，の変化 に~''f 1 - 1 して検討を行った。

Wrf受 3"'4 1-1 1 1 の消化~f"; の l吻介 rm必皮は、縫介

1'1 休 の 1j虫さとお2fT糸を支えている組織の必さ、す

なわち suturc hold ing capacity に依存するとされる

件11 )。乱1ture holding capacity は WiJj日ド同のコ ラー

ゲン線維によって則;とされると考えられており
1).1)， 1)、従米より術後t:ï1， WJ の|吻合 (~I) 必!主(氏ドはおIJ紋

におりるコラーゲン分解の)'[ jlli によるものとのm

釈が 1:. になされてきた ú)ー 11)。八c1C1 I11S011 らはね|防止に

おいてコラーゲン分解が倍仇となる "biochcm i cll l 

Iy C1ctivc" ZO Il C の概念を l-;{IIII，しれ)、 Irvill と Ilunt は

術後 3 1" I の l吻介{fI)近傍においてコラ ーゲン iitが
25% 減少すると制作した 12)。以上の宇IÆ ij~ におい

てコラーゲン毘はすべて 日ypro 泌皮として去引
されてきた ú)ー '1 )川。しかしながら、倒防治癒炎杭

JUJ においては日1) 日Ij に IflL 奴タンパク等のいわゆる

llol1-collagcnolls tisslIc innu x が '1: じており 1) 、 Il y pro

j限度は十1I 文行!りに低 F してコラーゲンの距 ìi住な総 ;it

を反映しないとする制作が凡られるようになった
12 )ー 16)。その後 |十1 -1竹l

H旬ypro i泣;立i を桁際とする幸判報I~ イ告:与t も多 くなされた 15幻)が、

i以!泣立ωj近丘の!附U川f究でで、はや制郁術|ド町~r後早 j卯則U引!におけるコ ラ一ゲゲ、ンの :杭7甘辻:t ; 

や Iυ叶lヴn俳千存例f子什汁，↑性↑陀'tの変化の;杭iI正H，拠処は?得:与f られていない l川~1L。 イ本~ 1川iJ川j昨f 
ゴ冗℃に才おJ いても、 Ilypro iI;~rJt はやI~î 後 4 1111 、 7 111.1 

では対J!日と比して有意な変動を示さず、 Il ypro :, t 

はむしろ術後 .1T して WI}JII し、いずれの桁際によ

コても t/L'Jl~ ))測定で確認された術後 4 1111 の|吻介

計1; 必皮 (l~ ドを説明することはできなかった。

Il ypro の淀川結果からは、 If1， JUJ の|吻 0rmにおいて

はコラーゲン分併とコラーゲン介はが、1 1 fij!i.'1た態を

)問点している 1 )か、あるいは反応性のコラーゲン

{ì-}戊が /CJ住している 7)，8) と考えられるが、この 11 ，11'

JVJ 01Jl'fI~に供給されたコラ ーゲンは未だ成熟したコ

ラーゲン似維の形態を取らず、れIJ緑においてコラ

ーゲンモノマーあるいはよ烈なポリマーとして行
作し、 s uturc holding cnpacity の~-Ilい Fたり何φなか

ったものと巧-えら れる。

'， I.W J の 11勿 fT 行I~強度 (l~ Fはコラーゲンの :I ~ -\，J "J i作

'1'1:の変化とは関係なく、むしろ {IIJ らかのコラーゲ

ン線維の ~l'tlji! (I{ J な変化が' I ~ じている 1 1 J他けが指摘

されている 1 )， 1 5)-2 1 ) 。 イメ liJ f-フモで取り 1 '，げた偏光 WI~~:Jî"

法は、コラーゲンのYé学 !'I'~ な ll'tlij告を解析する rn~
として 1960 年代に制作された ，1 '1}。、11 初j は}支 JlR; の

j手卵、 車内介前似矢 j心や JJ目 j享 ' 1・t 搬浪等ーによ、|ーする 11可 J1JIγ:

I' I ~J 何Iì U)J 診断法として川 いられていた 27).28) が、 j丘

イ 1 : 、心)j万の槻木.m 29)， 30)や rì 1 j 化竹;1吻 (jrm 20). 2 1 ) のれIJ

(弘治総j品 Fll! の新たな訓 (dli 法 としてれ 11 されるよう

になった。



料品ff~芹出IIIIJ包でw られたプロコラ ーゲン は、制IIIJ包
外へ Jj~11 \される 11 、lt に N 木川と c A~Y，M の ブ ロ ペプチ

ドが切れてコ ラーゲ ン分(-となり、次第に ，n{T し

てコラ ーゲン lJ;( 似品ff: を }f-; )Jにする 21)， 2.1) 。 コ ラーゲ

ン 111 料品ff~はさらに集収してコ ラーゲンキ泉純となり、

修郎li リ シン (l[IJH'í川の J 七( J 仙 fYで分 ('1 人!、 う分Ì (11川l日川iリl に

処|陥1品号カが〈汁JI防ヲ狗)J~ されて系和紛紋Jí以iHl品市利制緋ff仕f ~ ~点〈として，ム火: l叱ど化寸す- るとさオれ1 

ている 2山2り) ， 2お1η) 0。 コ ラ、 -ゲ ン 手和似J以~*系刺利緋ff作f: にはこの 11 ，、!1?日I

に 3ωjドυ~J い惚 It川If川[\1'折j片J卜パパ'1↑れl 'ド門‘イ1↑'1生1 : が({- (ιlピ:する 2山2訂)， 1 1 ) が、 シ リ Iンスレ

ッ ド F :1 1 ) 人はビクリ ン門会飽和 ii村山によゐ円台 '1'1:条

('1: 1'- にコラーゲ ン分(-と悦ダIJ に 211i 介するため、コ

ラ ーゲン抑制:の惚 111¥ iJ 十1"1:を約 4 へ 7 íì'';- に JI/IIII，'，\する
とされている 201， 211 ， 26 ) ，， 11) 。 従って、 シ リ，')スレツ lド余

により染色した切n川|

した Lば似r引i 微 f鈎'~'l完.:t 卜. に悦飢lT祭'f矢2当4すると、 コラ ーゲンおí~ k;ff~ は紋

~ づいの íl心℃を発して飢??さされるようになる 4 ， 1 ) 。

、 li 初、 これ ら コ ラーゲン の(1r~ )'C; 色の ?Jll去 を H~íじし

ているものはコラーゲ ンの分 (-HIであり、 い!il! コ

ラ ーゲンが ó'k_"'___ 何~亦色の 11変色系山I~光を、 III }~'l コ
ラ ーゲンカ浄土色。IJ)'乙を発していると吟えられてい

た川が、その後分 (fífi ではなく似品fI~作が (l"í光色
を ikíとする|大1(-であると制作された 4 (，)。 しかし

ながら 1989 作 DClyan らは段々な分(-fif[よりなる

Wí fÿ~コラ ーゲ ン を (1，，\ )IC: f(fl~ 析法により間然し、コラ

ー ゲ ンキlí!維の (1 ，，\ J'C; i '~ l{の l~ ~;I.Æ を決定するものは似

維の伐のちな らず、コラ ーゲン 分(-の pé1 ckin包の

[ld 度、配ダIJ の似す;であると m~lî- した刊。 コ ラー

ゲ ン分 fーがより倍に、より HHtJ J iI ':しく配列し、 jilli

県としてより)( l;】線維を j形成すれば惚 /11 1， iJ卜1'1:が川

崎! し 、 線系制利維H仕r~ の(自fr仏IIÍ)
4打川7η)。 一 点、 コラーゲン分子の pack i ng が1:ll く、配

タ1)が乱れるとコラーゲ ン分了-に悦ダIJ にキlli fT したシ

リウスレッド分子による "S Llll1l1lCl ti o n C 汀'cct" が相殺

されるため復Jl1 l 打 í"lt は J'/I 'Jdtせず、キJ~k:ff~ の (lll\光色は
たJ~ 色となる打)(' {l ,,\ yc; WI~ lJ�' iL は以 1 ~の IJ; [J'II[に)， Çづ

くれIJ 似 ifì :J.t包の，lf(dlÎrL で、 あり、 ih 1.自 j品 fll! におけるコ

ラ ーゲン の~'M jDIYJ ~t化を '[J[ (,< J にとらえることがで
きるとされている 20)， 2 1 ) 。

1995 イド、 Rabau らはね JJ易 l吻介 nl~ のれIJ(幻 ifì l.~1j品

f' ，\を川 )1乙内午析法と H y pro íJ.:::市1~ により検討し 、

Wrf受 411 " には|吻介(fI~;丘傍に紋色。，，\光を発するコ
ラーゲン級品ff~ -N;イ 1・立に JVI }JIJ したが、 Ilyp '・o íと R法

によるコラーゲン濃度、可1例年には変化が託、めら

れなかったと制作した 21 ) 。 本研究においても、

術後 4 " " 、 7 1111 rにこおいては j食ミむj辺旦白|吻吻 f代?汁;郎1百刊|目:りj近丘引f傍1汚芳に
紋色川〉y光'c; をヴ発Eするコラ一 ゲゲ、ン系和料似:;í泉iH: 品制制緋ff作I~ がイ作J 芯に jm1(V円(7円「qりωiリ山山}J川川j川川11 し、
こ Uの') 11 ，、り U引| に食 j辺立江、1川|

(的"η|内リ. ~川lJh川昨1，'昨JtliUjj泊白(，ド~J i公iど4 化を乏けていることがノJ ~ された 。 術

後 411" においてはすべての以本がil勿 (T{í: l~で l 'IVr 烈

しており、この時点の抗リl~ ) J は飢餓の Su t lJI'C 

holding c Cl pac it y を反映し、それが食道|吻 0;tl~ にお

いて術後 4 11 11 でイ「立に侭|ごすることが昨日忍され

た 。 以卜.より、食辺|吻介 rmの DIJ(山内 j自治 W III， J~J に

おいてはWi lJ失 FWiのコラーゲン似品(f~の多 く は制11 く 、

コラ ーゲン分下の packing が*Il く、また I~~ ダIJ が liし

れた状態にあり、これらは sut u re holding capacity 

が瓜ドした状態を l説明し得るものと巧えられた。

|吻介 rm近傍の Wi lJ ~1 ド附コラ ーゲンキ泉純はその後

徐々に惚Itn iJr'lt を j竹 }JII させてい く が、術後 2 1 1 J 

を終てもよ.J- J!日仙をjJlI l ることはな く 、 そ の 1"lf反は

緩やかであった。 - )jl吻 {j fmは術後 7 11 の 11年点で

既に 1r 'I:;~;・(fI~仕よりも強い物里H(I (J 0的交を狼 f~]-してお

り、tJ'L 'JH)J の測定結果はやI~T後 7 1 J 以降はもはや|吻

介i刊の必皮を反映せず、実際の|吻合 rm'JdlJJfはjJllJ 定

結果以上であるとHUWJ される 。 炎 if， ì~ JU] 以降のねI]( b)j
ih焔 JVI9l[ J~] においてコラーゲン線維の~I~} jii i'，~ J 変化

は引き続き進行する 1)が、向lî光解析?1~で解析 l可能

な偏Yé特性の変動J或を超えた線維のj戊刻化が~L じ

ている IIJ能性がある。あるいはこの 11 .'j J~I において

は川' pro :nの測定結果に示されたようなコラ ー

ゲンのほ的変化の力が 11勿介 fmの安店化には促仇に

作川している可能性も考えられる 。 以上の 1" ~Î汁に

より、 r":i ほ 4 IID、|人!の白IJ 似 ifì 1.1;.1炎 ;"ì~ JUJ においては、

(1，，\光 WI~ lJ í' 法の )jがコラ ーゲン店 1 ，t7Lよりも吻介rm

の治 i自治 flJl の l込き ~t1 t;~I{ であり、!同月Il I'J'.J 'Jd()主をより

I'J'.J (i{li に j引火すると与えられた。

ECf は従米よりれ1](号 j内 1伝を (tlJ生す る サイトブJ

インの-っとして 71:1 1 されてきた物別である lR)。

ヒト CGf は分「町約 6kD のポリペプチドで、Il'~

波JJ京、 JJ京外分泌JH~や 111 [1 1・|付をはじめとして全身に

l認められ州、 I -_}主制IIJJ包やおí!tff: Jf 制 IIJJ包、あるいは

j幻汚やm化作 1 ~ )$(の)，U氏!山口 !IJ に行 {I:する受代休に

作川して、リガ ン ド íA 仔 (1') にチロ シンキナーゼ71~
れを ;'Cj.iliさせて DN八 介氏を促進する IS)，， 19) o EGF 

は chc lll on tt rac t a nt として似制f~ J，J市III)J包を(ìIJ fí:liへ涜jA

するのみならず、級車11:先制 JJ包の IIIi togcllcs i s を(l_(
し、コラーゲン {7)ï~ を促進するとされている叩)，51 )。

CUF のれIJ(g lf� N~1 Ot J.ili { ド J IJ は Bu ck l cy のÿl~ ~ I ~ 5~ リ孔

附 L としてj幻舟のれIJ似モデルに対して Ii) f先がi住み

うJ)、また Yì 'j 化作|吻介行I~ではブタの円、小JJ弘、れ'i IJ~~ 

l吻作 rmの {/['J長 )J WI ~出効果が幸ldP7 されている 54)が、

食道 l吻 0fmの抗リ長)} JI;I'/ 強作川はこれまで報告され

ていない。

イメ Wf)'~ においては、 CGP( → )1作の食道|吻 fì ，'tl~i/L 
栄))は CGF(-)H下に l七してイJ 立に )1;川11 した 。 しか

しながら Il yp ' ・0 治度、 iF; のいずれも fdlj 1作 I I[J での



イ( ，む~ ;r~ を 'Î忍めず、コ ラ‘ーゲン 淀川iL によ っ て ECì F

の1'/c'JH ) J J'//'J削f川を，j~~1 U J することはできなかっ た の

-)j 、 EGr( + )Ii(:に才うける (\111JI(; 1七;がは EG ド( ) n下

に比してイ]，江-に |: ・ :j (i，'( であり、 EGド(ト)Ii下ではれIJ紋

の 'r， ' j J1 ~1 ド)çr'i( こ EG ド( 一) nY: に比してより術に、);}~![IJ 

11 ~ し く p Cl c kin g した太いコ ラーゲン似維が多 く の〈

(1:することがぶされた。 これら YGγ: (1りに成熟した

コラ ーゲンキ;;~ *ff~ が s uturc holdin品 c (l pacit y のいいT
となり、キllj 米とし て ~./L 似))を j円必せしめた と 与え

ら れ、 EG f:" の fE j丘 11初 {7 i" il~ 'J61 1 立 J ，// 'J6l 作川にコ ラー

ゲン 似品ff~ の jl(; ヤ: (I~J な 1 i，Ji治安化が 1 ~~l' j. している"Jíì~

' 1"1:がぶされた。

コ ラ 一ゲ ン を (J供!共hu出給n する似店利制緋ff作f ~ JJぷ:不引引系制制釧11川川川1 1川川リ川lリ!山包は n刊削|リJ(口似:勾)j 1治h削i泌l白包の

炎f川杭11よi主~ J山則U引| が j山ハバ片γt1l?VlJJJ川'(

る|り叩)μl門り川)が 、 j丘 {I :.の li)r. ';í'~によりれI J 似ストレスそのも

のが総統店主111胞 の EG F に刻する感交 'It を変化さ

せることがj;j 1 られている行)0 131・(Iskc n らは出ii JJ~h 1吻

(7 (fl)での EG F '交代休のだ引を Ill Iミ N八 レ ベルで倹

汁し、|吻介 Itl)jJi仰のおí~ k;ff~ 1.1ふIIIJJ包や、 I t:d't Mj ~:IIIIJ包に訓示

{受 3 1-1 11 と 7 1111 に EGF 受'作(本がイI立に uprcgulate
すると械 fl; している 55)。 従って、検討 2)におい

て EG p j支 l7・を行った 11.lt JU I には級車(h 非制111]包の EGF

に対する!氏支: 'It がjW 大しており、 巳GF により遊

Jと能を刺激された級品(f~ .J-j市111 胞がより' ，]. J~ J により多

く filJ (tl) に初J t-! された "Jh~ '1中が汚えられる 。 供給さ

れたコ ラーゲン分「がお~*ff~ へ と ìtt 俗、配列してい
く 池山には依然イベ |リ!な})\~が多い 2 1 l. 2J)が、従米よ

りおl 水)，~川の十11 r 1:作川によるエ ンタルヒーの J';り

が 1~たる決定 Ikl (-とされてきた 211 0 従 っ て、れ1]

縁に誘i与された料~f;ff~ 刃引IIIJ包からおr '1 : コラ ーゲ ン分

rがより'，l.J Yl に多 く 供給されたれリ:、その後の熱

ノj学 (I~J • 'tJ' I1'学 IYJ フ ロセスであるコラ ーゲン分「

の凝集、配グ1] がより'，'. い段|府で j並行し、出，'i~~ とし

てより街に、 Hl !li J 1 正しく凝集した太いコラーゲン

線維が多く形成されたと解釈することができゐ。

)J で、 [G ド 1 ' 1 体にコラ ーゲ ン似維の J)~~刻化を

，;mtiíJする作川のある 'I J ím 'lt も斤 Jとできない刊)。

Christensen らはラ ッ ト出，1iJJ見 l吻 fTモデ、ルにバ H:ホル

モンを投 l子 し、 í，引体術イ中析!ド~d後灸 4 1111 の |吻吻 イ介?;郎1 1刊|日~ ;近丘山(傍労のコラ一

ゲン iJ以J江ポ;日(紋系利利緋ff仕r~ は伴術Jリ)皮主ι、 門配U ダ列|リl ともに J非|ドミ J投立 lうLバH昨!作下に比して

L良込~ V好f でで、あることをJじ;f汽t}円~I~れ打，.一白 (-1似唄{微;放投 j鋭~J'克.:i でで、侃初l紋してい
る |いtり九)

品利紺緋!f仕f~ のコラ 一ゲン線維への~.i，}築を促進する作川があ

ると脱出IJ している | リ)が、 EGF 1'1 休 に 1 ， iJ t'r< の作川

が(7-イ 1:するか何かについては今後のさらなる検討

が必'?2:と jよけJれる の

:!. J: ~7 î. 
小1I 111' 

I )ラットの刻印;食道を川'IYr後 |吻介し、その日IJ(山内

l.t1jﾆ} f' 1 ~ を 1/[-*川 いられてきた物J '11γ: (1リ J日以であゐ

抗張力、 11 ~化学 (1':)指標である Il ypro i目度、 111; に

より H'lz fllli し 、かつ新たな府保としてコ ラーゲンの

(1111 JI(; t",l: ' 1"1:に行ト| して検討した 。 さらに ECìドを )IJ

いた J劫合の変化についても検討した。

2)抗張力以IJ店の結よい、術後 4 1111 に摘 1 1'1 した倹付

はすべて|吻0rmにおいて|析裂し、 liC 'J長 )J は対!!日に

比してイLむに (LI ドした 。 しかしなカT ら II )' pro íと

111; の中山県によると術後 4 1111 にlIypro a}~i~ 、 !日;

のいずれも低 卜.をねめなかった。

J )(而 )'é f!J引)Î- のが;民、やI:i後 4 1111 には 11初代市|;j引先の

'j!， ljJl英トー!門において|反色系川光をぷすコラ ーゲ ン似

維の 11î める比率が対!!日に比してイT立に減少した。

従って、偏光解析法は術後早川において 11勿介行I)ifì

l.tij品料の良好なj行際となり得ると与えられた。

4)EGF の JJ~ 1l何人l投 lJ- により、 f，Fi後 41111 の 11勿 {ì ì'm

必 iJfは非投 /J-1i(: に比してイI怠に jけ )JII した 。 HIIり UJ

Il ypro 定坑結果はÎllijHll t\ J で、有志: ;;~ を I J ;; さなか っ た

が、(白~"心!
ン手和紋)泉~*系利利緋ff仕r~が ， 1内i片1 める 比苧木.は EGF j支 lけj. H、1 で ~Iド: 1支 l守j- /昨作に

比し イ布1 怠に l正向F守自~(i仙l向qで、あつた 。

S)EGF の 11刻介 m~IJ台、 iJf. WI~台、効果にはコラーゲン似維

の質的安化が関 与している '1打J~jltが ノ J，された。

f，":J を終わるにあたり本研究を終始|円以前j浮いた

だき、結Ilt交 I s~J を J!弘った!日l 川 II ~ 救佼に悦んで!必刈の
，むを点します。 また、 木1iJ f ヲモ j差 í J二にあたり、終 I{fì

iLrll1出ノJ 、静11ω) :=tをいただいた大阪大ρ/:1天 γ: ftl~ 小川

外科 γ:教雫の初比に深浦、!いたします。

11111 、本論文の'}2行は万} 99 1"111 本外利乍会総会
(、 |勺ぷ 11 イド J J J 、 間 1 ，'åJ) において 11 出した。
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J少 j;ll

ラット [t.ì立|ゆo {~ (~Ii ()) 01J m Ifけ也i凶['， t と /υ~J'/I 夕刊(I};I 

l九段 lj- の ;ii外~Ii~ をコラーゲンの (1~ }，C: l ，li 'i" l: の 1 1' 11 から険

íí 、 I し た 。 (， 1仲術，1小“|ドh什{を 4""(にこ lはま J)打此';'1刈)八店'L 'Jリ似j

が、 ヒド口キシフロリン ìl} ll) U:、 JJ; ともに (l~ 卜会を ii，包

めなかった。 (ï，伝"心i
<ì点川川'~I刊i日|じ;j近丘 f防j方7 でで、は 11版|佼反色系(“仏川1，い川"川，\υ;〉y光1U亡を ll」!.寸すす一 ζ石) コ ラ 恥一一 ケゲf ン 和料似í~ k:制利休rf仕f= カが

イれl なに ì}， i.点i 少していた。 ~点」υj山之 jパli、Yfiけ凶州州夕的州州'lW

ではJ机)λ'L i以JJ以j長t ノ力j 、|ぽ色系 (1，，\光を Ill-すゐ t~í~ k:fr: U) ', I;IJ (~とも
に ~H支，j-H'( に!じしてイJ立に 1":) くなったが、 ヒド仁j

キシブ口リ ン j山花、 lii; には j111 を jZめなかった o 吻

介 ì川'1刊'fl;出|日:の;治fH也j品 ;rl1」!にはコラ 一 クゲ? ン 手お糾似Ji山iH!川k:rf~ の(川1い川HJ; 〉y℃日心凶け1- ，刊一、i1

ノ大〈きな?役立'， 1咋川川11い刊;1礼|リl を;川1じ:たして jおj り、 また 1 ~(ìF C))II初{~rf!i 
伯j主 J'/I'J~iぬけ;にはコラ ーゲン似維の '(!-l (I~) な変化が

|見l' j している III íHHt がノ J~II支された。



Fig. 9. Ilistologic f�dings o[ the perianastomotic si te treated with/without EGF challenge. 

cr lcmatoxylin-Eosin staining, X 400) 
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